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編集後記 

 

▶手元の記録では 2003 年から本誌編集委員を務め 18 年が経過したことになる．この間，

作業療法の臨床研究を啓発してきた甲斐があってか，最近では掲載される論文・実践報告

がかなり充実してきたように思う．大学院教育も始まり，研究にチャレンジする臨床家が

増えてきたことが要因であろう．作業療法の実践は多種多様で，チーム連携のなかで独自

の効果を示すことは容易でない．しかし，実践の成果を示し続けることが職能の維持と発

展には不可欠である．後発のみなさんには，国内の医療・保健・福祉・教育・就労等の諸

課題に取り組みつつ，海外の動向にも目を向け，意味のある作業療法の提供と，その研究

成果の公表に積極的に取り組んで欲しい． （M・K） 

 

▶この一年，コロナが引き起こした影響の一つに日常だった大切な作業ができないという

現象があり，私たちにとっての作業の大切さを痛感させられた日々でした．また一方で，

大切な作業を取り戻すための人々の努力や適応力も目の当たりにし，“作業的存在”の真

の意味を実感する機会ともなりました．そしてコロナ禍の今だからこそ，作業療法として

世の中に発信できる研究があるのではないかとも考えています．編集委員としてのお仕

事は，この 3 月で卒業となりますが，そうした人間にとっての“作業”を考え発信する

研究を，私自身，続けていきたいと新たな決意を固めているところです． （K・S） 


